
１
月
６
日
、
県
民
か
ら
の
意
見
を
ま
と
め

た
「
２
０
１
２
年
度
予
算
要
望
書
」
を
吉
村

美
栄
子
知
事
に
提
出
、
懇
談
し
ま
し
た
。

来
年
度
は
、
国
に
よ
る
、
県
民
へ
の
負
担

増
が
予
想
さ
れ
ま
す
（
左
表
参
照
）
。

渡
辺
ゆ
り
子
県
議
ら
は
、
県
政
が
国
の
悪

政
に
立
ち
向
か
い
「
県
民
の
命
と
く
ら
し
を

守
る
」
防
波
堤
の
役
割
を
は
た
す
よ
う
要
望

し
ま
し
た
。

要
望
事
項
の
う
ち
懇
談
し
た
の

は
、
①
原
発
か
ら
の
速
や
か
な
撤

退
を
国
に
求
め
る

②
中
学
ま
で

子
ど
も
の
医
療
費
無
料
化
を

③

市
町
村
国
保
会
計
へ
県
の
助
成
を

④
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
助
成
制
度

を
「
長
寿
命
化
」
も
対
象
に
す
る

な
ど
よ
り
使
い
や
す
い
も
の
に

⑤
最
上
小
国
川
ダ
ム
建
設
事
業
中

止
な
ど
で
す
。

Ｔ
Ｐ
Ｐ
・
消
費
税
増
税
に

知
事

反
対
姿
勢

他
に
Ｔ
Ｐ
Ｐ
と
消
費
税
増
税

に
つ
い
て
も
話
題
に
な
り
し
た
。

知
事
は
ど
ち
ら
も
反
対
だ
と
し
、

Ｔ
Ｐ
Ｐ
は
「
山
形
は
首
都
圏
と

違
い
、
農
家
の
所
得
減
少
が
商

店
街
に
ひ
び
く
」
と
か
た
り
、

税
と
社
会
保
障
の
一
体
改
革
・

消
費
税
増
税
は
「
今
、
増
税
は

県
民
と
っ
て
た
え
ら
れ
な
い
」

と
慎
重
な
姿
勢
を
あ
ら
た
め
て

示
し
ま
し
た
。

来年度、予想される国による県民への負担増

お
母
さ
ん
た
ち
か
ら
ポ
リ
オ
「
生

ワ
ク
チ
ン
」
接
種
よ
り
「
不
活
化
ワ

ク
チ
ン
」(

※
）
を
と
の
声
が
あ
が
っ

て
い
ま
す
。

先
進
国
の
大
多
数
が
不
活
化
ワ
ク

チ
ン
接
種
で
す
。
近
年
、
全
国
で
、

ワ
ク
チ
ン
接
種
者
数
は
減
少
傾
向
に

あ
り
ま
す
（
下
表
）
。

県
は
「
ワ
ク
チ
ン
の
未
接
種
を
防
ぐ

こ
と
が
大
切
。
国
は
不
活
化
ワ
ク
チ
ン

を
来
年
末
こ
ろ
導
入
す
る
見
通
し
。
不

活
化
ワ
ク
チ
ン
も
完
全
で
は
な
い
」
と

の
見
解
で
す
。

渡
辺
ゆ
り
子
県

議
は
12
月
13
日
、

少
子
高
齢
化
対
策

特
別
委
員
会
で

「
不
活
化
ワ
ク
チ

ン
を
と
の
お
母
さ

ん
の
声
が
あ
る
。

『
早
く
』
と
国
に

要
望
を
」
と
求
め

ま
し
た
。

また、継続審査となっていた県農民連が提出
した「TPP参加反対を求める」請願（渡辺県議が
紹介議員）が採択され、12月21日、請願の趣旨
で、国へ意見書を提出する運びとなりました
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▼ 子ども手当（2月支給分～）減額

▼ 4月～ 協会けんぽ保険料引き上げ

▼ 6月～ 住民税増税（年少扶養控除廃止）

年金減額（物価下落(0.3％分))

▼ 10月～ 後期高齢者医療保険料引き上げ

介護保険料引き上げ

厚生年金保険料引き上げ
▼ 来年1月～ 復興増税（所得税に納税額2.1%上乗せ）

渡辺ゆり子はこう考えます･･･
県民に負担増がおそいかかり、その上、消費税増税
１０％なんてとんでもありません。いま、すべきこと
は、大企業減税・株式優遇税制をやめ、むだな経費を
削減することです。

ポリオ生ワクチン接種者数の推移（対前年比）

山形 全国

2010年4月～6月 －3.4% 3.2％

2011年4月～6月 －12.7％ －17.5％

(※厚生労働省資料、県の聞取り調査から)

(

※
）
ポ
リ
オ
は
、
ウ
イ
ル
ス
が
口
の
中
に
入
っ
て
、
腸
の
中
で
増
え

る
こ
と
で
感
染
し
ま
す
。
乳
幼
児
が
か
か
る
こ
と
が
多
い
病
気
で
す
。

「
生
ワ
ク
チ
ン
」
は
、
ウ
イ
ル
ス
を
弱
め
て
つ
く
っ
た
も
の
で
「
不
活

化
ワ
ク
チ
ン
」
は
、
病
原
性
を
無
く
し
て
つ
く
っ
た
も
の
で
す
。

山形県議会12月定例会が12月21日まで開かれま
した。提案された補正予算は「県内避難者支援」
「子ども基金積立」「防災体制の強化」などが含
まれます。渡辺県議は補正予算に賛成しました。

１
月
６
日
、
共
産
党
と
渡
辺
ゆ
り
子
県
議
は
来
年
度
予
算
要
望

を
ま
と
め
吉
村
知
事
に
提
出
し
ま
し
た
（
右
・
渡
辺
県
議
）

2011年11月７日ＪＡ中央会らのＴＰＰ交渉参加阻止の集会（山形市)



基礎年金受給者
（年金収入79万円）

平均的な
厚生年金受給者

（年金収入201万円）
2009年度 3,700 46,200
2010・2011年度 3,800 47,800

↓ ↓
2012年度～ ？ ？

山形県の後期高齢者医療制度
収入別の「保険料額」の例（年額：円）

（資料:厚生労働省「後期高齢者医療制度における平成２２年度及び２３年度の保険料

率等について」（2010年3月）から）

来
年
度
、
介
護
保
険
料
の
改

定
が
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
国

は
次
期
保
険
料
の
月
額
を
５
２

０
０
円(

基
準
額)

と
試
算
し
て

い
ま
す
。
現
在
の
県
の
平
均
保

険
料
は
３
９
０
２
円
で
、
次
期

保
険
料
は
、
現
在
検
討
中
で
す

が
、
大
幅
な
上
昇
が
予
想
さ
れ

ま
す
（
①
参
照
）
。

介
護
保
険
制
度
は
、
サ
ー
ビ

ス
が
増
え
れ
ば
保
険
料
に
反
映

す
る
仕
組
み
で
す
。
保
険
料
の

負
担
を
減
ら
す
に
は
、
国
を
は

じ
め
と
し
た
公
費
負
担
割
合
の

引
き
上
げ
が
必
要
で
す
。

国
の
負
担
割
合
の
引
き
上
げ

が
求
め
ら
れ
る
の
は
も
ち
ろ
ん

で
す
が
、
県
と
し
て
も
対
応
が

問
わ
れ
ま
す
。

県
議
会
少
子･

高
齢
化
対
策

特
別
委
員
会(

11
月
14
日)

で
、

渡
辺
ゆ
り
子
県
議
は
、
出
来
る

だ
け
保
険
料
の
上
昇
を
抑
え
る

た
め
「
県
と
し
て
も(

国･

県･
市
町
村
で
拠
出
し
た)

介
護
保

険
財
政
安
定
化
基
金
を
活
用
」

で
き
な
い
か
と
質
問
し
ま
し
た
。

県
は
安
定
化
基
金
を
18
〜
19

億
円
程
度
取
り
崩
す
見
込
み
で
、

う
ち
３
分
の
１
を
国
に
返
還
。

３
分
の
１
を
市
町
村
に
保
険
料

の
上
昇
軽
減
の
た
め
返
還
す
る

考
え
で
す
。
し
か
し
、
県
分
の

３
分
の
１
は
「
長
期
的
視
野
で

今
後
の
サ
ー
ビ
ス
充
実
な
ど
に

活
用
し
た
い
」
と
の
答
弁
に
と

ど
ま
り
ま
し
た
。

こ
の
問
題
で
、
11
月
24
日
、

山
形
県
市
長
会
は
県
に
要
請
書

を
提
出
。
内
容
は
「
介
護
保
険

料
は･

･
･

大
幅
に
上
昇
す
る
こ

と
が
予
想
さ
れ
」
取
り
崩
し
額

の
う
ち
県
分
に
つ
い
て
「
介
護

保
険
料
軽
減
」
の
た
め
に
使
う

よ
う
求
め
て
い
ま
す
（
②
参
照
）
。

本
格
的
な
冬
を
迎
え
、
避
難

者
が
入
居
し
て
い
る
雇
用
促
進

住
宅
で
「
給
湯
器
の
設
置
を
」

の
声
が
あ
が
り
ま
し
た
。

「
給
湯
器
」
は
、
仮
設
住
宅

で
付
帯
設
備
と
さ
れ
て
い
る
に

も
か
か
わ
ら
ず
、
雇
用
促
進
住

宅
は
入
居
時
に
必
ず
し
も
設
置

さ
れ
て
い
な
い
こ
と
な
ど
明
ら

か
に
な
り
ま
し
た
。

12
月
16
日
、
渡
辺
ゆ
り
子
県

議
は
、
高
橋
寿･

米
沢
市
議
と

と
も
に
県
に
「
給
湯
器
設
置
な

ど
を
求
め
る
」
要
望
書
を
提
出
。

避
難
者
ア
ン
ケ
ー
ト
に
寄
せ
ら

れ
た
「
冬
期
間
の
生
活
必
需
品

の
確
保
」
「
子
ど
も
の
い
る
世

帯
の
配
慮
」
「
入
居
期
限
延
長
」

も
要
望
項
目
に
あ
げ
ま
し
た
。

高
橋
市
議
は
「
避
難
者
の
多

く
は
長
期
間
の
『
二
重
生
活
』

で
経
済
的
に
苦
し
い
。
給
湯
器

設
置
を
我
慢
せ
ざ
る
を
得
な
い
。

子
ど
も
か
ら
お
年
寄
り
ま
で

『
冷
た
く
て
仕
方
な
い
。
な
ん

と
か
し
て
ほ
し
い
』
の
声
が
寄

せ
ら
れ
て
い
る
」
と
早
期
の
設

置
を
求
め
ま
し
た
。

渡
辺
県
議
は
「
と
に
か
く
急

ぎ
求
め
ら
れ
て
い
る
。
県
も
知

恵
を
」
と
訴
え
ま
し
た
。

給
湯
器
設
置
へ

そ
の
後
、
県
は
、
厚
生
労
働

省
か
ら
「
雇
用
促
進
住
宅
は
避

難
所
扱
い
と
し
て
、
災
害
救
助

法
を
適
用
さ
せ
、
給
湯
器
設
置

費
用
を
国
庫
負
担
で
き
る
」
と

の
回
答
を
得
て
、
県
内
自
治
体

に
通
知
、
順
次
設
置
さ
れ
る
方

向
で
す
。

え
ま
す
（
③
参
照
）
。
前
回
の

改
定
で
は
「
保
険
料
」
を
引
き

上
げ
た
県
は
31
県
で
、
引
き
上

げ
な
い
県
も
あ
り
ま
し
た
。

県
議
会
少
子･

高
齢
化
対
策

特
別
委
員
会(

11
月
14
日)

で
、

渡
辺
県
議
は
「
来
年
度
、
介
護

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
は
、

75
歳
以
上
の
高
齢
者
を
別
建
て

に
す
る
根
幹
を
残
し
た
ま
ま
、

政
府
審
議
会
で
議
論
さ
れ
て
い

ま
す
。

後
期
高
齢
者
医
療
「
保
険
料
」

も
、
来
年
度
改
定
の
時
期
を
迎

保
険
料
・
後
期
高
齢
者
医
療

保
険
料
の
ど
ち
ら
も
改
定
に

な
る
。
保
険
料
軽
減
の
た
め
努

力
す
べ
き
だ
」
「
年
金
受
給
開

始
年
齢
が
68
歳
か
ら
な
ど
、
社

会
保
障
『
改
革
』
の
動
き
が
報

道
さ
れ
て
お
り
、
不
安
が
広
が
っ

て
い
る
。
こ
れ
で
は
国
に
よ
る

高
齢
者
虐
待
に
ほ
か
な
ら
な
い
」

と
強
く
主
張
し
ま
し
た
。

社
会
保
障
の
財
源
は
、
証
券

優
遇
税
制
を
な
く
し
、
法
人
減

税
を
や
め
る
な
ど
し
て
、
捻
出

す
べ
き
で
す
。

県
は
「
第
７
次
の
看
護
職
員

需
給
見
通
し(

２
０
１
１
年
か

ら
５
年
間)

」
を
策
定
し
ま
し

た
。
第
６
次
は
「
需
要
」
と

「
供
給
」
の
差
が
ひ
ろ
が
り
、

看
護
師
不
足
が
深
刻
と
な
り
ま

し
た
。
今
回
の
計
画
で
「
ど
う

看
護
師
不
足
を
進
め
て
い
く
の

か
」
が
課
題
で
す
。

看
護
師
養
成
数
を
増
や
す
べ
き

12
月
13
日
、
県
議
会
少
子･

高
齢
化
対
策
特
別
委
員
会
で
渡

辺
県
議
は
「
看
護
師
の
養
成
数

を
増
や
さ
な
い
で
受
給
見
通
し

は
実
現
す
る
の
か
」
「
庄
内
の

民
間
病
院
か
ら
『
こ
の
ま
ま
で

は
地
域
医
療
を
守
っ
て
い
け
な

い
』
と
声
が
あ
が
っ
て
い
る
。

看
護
師
養
成
の
定
数
を
増
や
す

こ
と
も
検
討
す
べ
き
だ
」
と
主

張
し
ま
し
た
。
し
か
し
、
県
は

「
ま
ず
は
看
護
師
確
保
の
た
め

県
内
定
着
率
を
高
め
る
な
ど
の

施
策
を
や
っ
て
い
き
た
い
」
と

の
答
弁
に
と
ど
ま
り
ま
し
た
。

発言する渡辺ゆり子県議

（7月6日、大震災特別委）

米沢市の雇用促進住宅

渡辺県議「せめてあったかいお正月をむか

えられるように急いで」（12月16日、県庁）

９月16日、山形県民医連による「看護師確保及び養成数

増員に関する山形県への要請」 参加者から「県内の看

護師養成定員数を増やして下さい」との声あがる

全国 山形県

(今年度) ４,１６０円 ３,９０２円

↓ ↓

(来年度) 約５,２００円 ？ 円

（試算）

大幅な上昇が
予想される

介護保険料の
「月額」平均

①

②

③


